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【費　　用】
　約18万円（航空券、燃料サーチャージ、出入国書類
作成手数料等を含む、現地滞在費用は別途） ※航空運
賃等の改定により、金額が変動することがあります。

【そ の 他】
　▽海外旅行保険に加入します。 ▽訪問に当たり、
東海村国際交流協会に入会していただきます。会費
など詳細については、同協会ホームページをご覧く
ださい。

【申し込み･問い合わせ】
　姉妹都市交流会館（☎282-0535）備え付けの申込書
に必要事項を記入の上、５月31日（火）から６月24日

（金）までに申し込みください。※申込書は、村公式ホー
ムページからもダウンロードできます。

姉妹都市･アイダホフォールズ市への一般訪問団員募集！
　東海村国際交流協会では、村の国際親善姉妹都市･
米国アイダホフォールズ市を訪問する一般訪問団員を
募集します。
　30年以上続くこの姉妹都市交流。訪問団は、市長
の表敬訪問や市内施設の視察、歓迎行事等への参加の
ほか、ホームステイを予定しています。ホームステイ
や現地の方々との交流を通して、異文化を学んでみま
せんか。皆さんの参加をお待ちしています！ なお詳
細は、村公式ホームページをご覧ください。

【期　　間】
　10月２日（日）～ 12日（水）

【対 象 等】
　村内在住･在勤または東海村国際交流協会会員で、
21歳以上の方（先着10人程度）
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